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光ローカルエリアネットワーク
OpticalLocalAreaNetworks

情報化社会の進展,通信の自由化に伴い,企業では高度情報通信ネットワー

クを構築して,OA化,FA化,更にはこれらを統合したトータルシステム化を

推進している｡LANは,企業内高度情報通信ネットワークの構内通信網として,

計算機や端末相互間での高速で高信頼な情報転送の手段に用いられる通信ネッ

トワークである占

本論文では,光ファイバ通信を応用したLAN(光LAN)を取り上げ,まずLAN

の役割が,構内配線の集約化手段と大量データの高速転送手段とを,構内全域

にわたって提供するものであることを示し,次に,LANを高速の幹線と中･低

速の支線とに階層化して構成する方式が優れていることを,日立製作所の豊富

なLAN製品の紹介を交えて述べる｡最後に今後の課題として,LAN相互の高速

接続の重要性について指摘する｡

n 緒 言

各企業では情報化時代を迎え,本社,工場,支社を通信ネ

ットワークで相互に接続し,データだけでなく音声,イメー

ジ,ビデオなどの情報を伝送できる高度情報通信ネットワー

クの構築を推進している｡

LAN(LocalAreaNetwork)は,企業内高度情報通信ネッ

トワークを支える構内通信網として,計算機や端末相互間で

の高速で高信頼な情報転送の手段に用いられる通信ネットワ

ークである1)｡LANの役割は,配線の集約化と大量データの高
速転送とを,構内全域にわたって可能にすることである｡こ

のために,LANには伝送速度の向上,接続性の向上及びサー

ビスエリアの拡大が求められる｡光ファイバ通信は,高速で

高信頼な情報転送を長距維にわたって可能にする技術であり,

LANにとって必要な伝送速度の向上,信頼性の向上及びサー

ビスエリアの拡大に対して優れた効果を発揮する｡

日立製作所では,早くから光LANの重要性に着目し,昭和

54年には10Mbpsの産業用光LANを,昭和56年には1Mbpsの

産業･交通用光LAN(ADL:Autonomous Decentralized

LoopNetwork)を,昭和57年には32Mbpsの幹線LAN(∑ネッ

トワーク,H-8644)を実用化した｡続いて,昭和59年には支線

LANにも光技術を適用し,1MbpsのFA(Factory Auto-

mation)用LAN(〟∑ネットワーク)を世に送り出した｡以下で

は,光LANの技術動向を整理した後,日立製作所の主要光

LANの特徴を幹線LANと支線LANとに分けて述べる｡最後

に,LANの発展方向を展望し,今後解決していくべき課題に

ついて述べる｡
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日 光+ANの動向

2.1+ANのニーズ動向

(1)配線の集約化

LANが出現する以前にも,構内にはデータ端末が存在し,

ホストコンピュータとは同軸ケーブルや構内回線(電話線)に

よって接続されていた｡OA(OfficeAutomation)化の進展は

この状況を大きく変化させつつある｡OA化は,オフィスワー

カー1人に1台の端末を与え,各端末を情報通信ネットワー

クで結合しようとしている｡多数の端末を電話線や同軸ケー

ブルで接続するため,構内電話線の収容能力を上回る回線需

要が発生しつつある｡更に,オフィスは工場の生産現場より

もレイアウト変更が多く,度重なる回線工事の結果,構内に

は多種多様な通信ケーブルが入り乱れて布設されている｡

LANには,複雑化する構内通信ケーブルを集約化する役割

が期待されている｡ユーザーから見れば,電力用の壁コンセ

ントのように,通信ネットワーク用の｢情報コンセント+が

提供されることが望まれる｡情報コンセントは,建物ができ

ると同時に壁に用意されており,標準のインタフェースで,

いつでも,どこでも,任意の端末を情報通信ネットワークに

接続できる通信ネットワークの出入口である｡

(2)大量データの高速転送

大形計算機問,大形計算機とEWS(Engineering Work

Station)間,共用ファイル装置とワークステーション間で,以

下に述べる理由によって,大量のデータを高速に転送したい

というニーズが強くなってきている｡

(a)大形計算機の相互接続
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メインフレームの世界では,処理能力の向上や信頼性の

向上を目的にホストシステムのマルチプロセッサ化が進ん

でいる｡ホストシステムで,計算機本体と入出力機器との

接続,計算機本体相互間の接続のためのケーブルをLANに

置き香え,配線を集約化するには,機器間で高速にデータ

を転送できる必要がある｡

(b)EWSとホスト間の大量データ転送

計算機による設計支援システムでは,大量のデータをEWS

で処理した後,ホストコンピュータに送って処理するとい

うニーズが強い｡ホストコンピュータに転送されるデータ

量は,3～4Mバイトにも達し,従来は磁気テープで運ん

でいた｡しかし応答時間を短縮するため,LANでホストコ

ンピュータとEWSとを接続して,大量の設計データを高速

に転送したいというニーズが強い｡

(C)共用ファイル装置とワークステーション問のファイル

転送

ワークステーションは個人の仕事を支援する｡一方,共

用ファイル装置は,チームとしてのオフィスワークを支援

する｡オフィスでの作業に文書やイメージ情報は必す(須)

のものである｡A4×1枚のイメージ情報は,8本/mmで

表現して圧縮しても40～50kバイトの情報量がある｡イメー

ジ情報を共用ファイル装置に蓄積しておき,LANで接続さ

れたワークステーションから1-2秒で検索し表示できる

必要があり,高速のデータ転送能力が必すである｡

(3)サービスエリアの拡大

LANは構内通信網であり,大学の広大なキャンパス,超高

層ビル群,大規模製鉄所などでの広い範囲で,高速の通信サ

ービスを提供できる必要がある｡従来,フロアごと,部門ご

とにLANを導入する傾向が強かったが,最近では,部門ごと

のLANを相互に接続して,構内全域に通信サービスを拡大し

たいというニーズが強くなってきた｡更に,将来はLANの高

速性を損なうことなく,広域綱を介して他のLANと接続でき

ることが求められるようになると考えられる｡

2.2 LANの技術動向

(1)伝送速度の向上

LANの伝送速度は,光ファイバ通信技術の進歩によって

年々向上し,昭和54年の10Mbpsに対して,現在では400Mbps

クラスが実用域にある｡

(2)標準化

IEEE(InstituteofElectricalandElectronicsEngineers:

米国電気電子学会)802委員会で,昭和55年からLANの標準化

が行われ,端末やワークステーションが直接接続される中･

低速(1-10Mbps)のLANについては,三つのタイプ(CSMA/

CD※),トークンバス及びトークンリング)のLANが標準とし

て採択されている｡

(3)LANの役割分化

LANに期待されている多様な役割を果たすために,下記の

※)CSMA/CDとは,CarrierSenseMultipleAccess/Collision

Detectionの略で,LANのアクセス方式の一つである｡

バックエンドLAN

大形計算機 大形計算機 大形計算機

幹線+AN

(データ,音声,イメージ,ビデオ情報の統合伝送)

OA用支線LAN

慣パーソナルコンピュータ,CAE,
WS パーソナルコンピュータ

FA用支線+AN

ロボット,

シーケンサ

卜

｢

-
㌫LAN+

注:略語説明 LAN(しOCalAreaNetwork)

OA(Office Automation)

+A(+aboratoryA]tOmatio【)

FA(FactoryAutomation)

WS(Work Station)

CAE(Comp]terAidedEngineering)

図I LANの役割分化 +ANは,バックエンドLANとフロントエン

ド+ANに分かれ,フロントエンドLANは更に幹線LANと支線+ANに分か

れてきている｡

三つのタイプのLANを開発し使い分けるようになってきてい

る(図1)｡

(a)バックエンドLAN

計算機室のような比較的狭い範囲で大形計算機相互間や

計算機と入出力機器間を接続するためのネットワークをバ

ックエンドLANと定義する｡大量データの実時間転送が要
求されるため,100Mbpsクラスの専用光LANが開発されて

いる｡

(b)幹線LAN

構内全域をカバーできる高速性と広域性を持ち,各種配

線を集約化できるはん(汎)用インタフェースを持った高速

のLANを幹線LANと定義する｡幹線LANは,PBX(Private

BranchExchange),支線LANを接続し,広域ネットワー

クともインタフェースを持つ｡高速データ,音声,イメー

ジなどの情報を転送するため,伝送速度30～400Mbpsの幹

線LANが開発されている｡

(c)支線LAN

ビルのフロア程度のエリアをカバーし,各種の端末機器

を直接接続するための中低速ネットワークを支線LANと定

義する｡支線LANはOA,LA(LaboratoryAutomation),

FAといった応用分野ごとに価格,性能,信頼性が最適化さ

れる傾向にある｡伝送速度1-10Mbpsの支線LANがIEEE

802で標準化されてお-),それに準拠したLANも開発されて

いる｡光ファイバ通信技術のLANへの応用は,FA,交通の

分野で先行している｡
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2.3 日立製作所の光LANへの取組み

日立製作所では,光ファイバ通信技術の進歩をLANの分野

にいち早く取り入れ,昭和54年12月には,10Mbpsの光DFW

(Data Free Way:H-7485C)を実用化し製鉄所に納入し

た2),3)｡続いて昭和57年には,来るべきOA時代を先取りした高

速･広域･大規模システム向けの幹線LANとして2種類の光

ループネットワーク(∑ネットワークとH-8644)を開発し出荷

した4)･5)｡続いて,産業分野とりわけFAや交通の分野では,比

較的低価格な光LANのニーズが強く,昭和59年には,1Mbps

の光ループネットワーク(〟∑ネットワーク)を開発し6),FAシ

ステムで実用化した｡昭和56年には交通の分野で,自律分散

思想に基づくループ伝送システム(ADL)を開発し,地下鉄や

私鉄の運行管理システムで実用化した7)｡

日立製作所の主要光LANの位置づけを図2に示す｡以下で

は,幹線LANと支線LANとに分けて,日立製作所の光LAN

の特徴について述べる｡

B 幹線+AN

幹線LANには,次の要求事項がある｡

(1)多目的に使え,複雑化する各種配線の集約化ができる｡

(2)各種支線LANの相互接続に使える｡

(3)増大する通信ニーズにこたえていける高速性を持つ｡

(4)幹線として十分な信頼性がある｡

(5)構内の広い範囲をカバーできる｡

以下では,幹線LANとして豊富な実績を持つ∑ネットワーク,

H-8644ループネットワーク,産業用の光DFWについて述べる｡

3.1∑ネットワーク

∑ネットワークは,オフィスでのデータ,音声,イメージ情

｢暫ファクシミリ

磨
≡

窒≡≡悪霊

ワード

プロセッサ

⊂]

局線

モデム

PBX

リンク装置:最大64リンク装置/ループ

最大32回線/リンク装置

注:略語説明 PBX(Private BranchExchange)

情 報 音 声 主 データ主 データ主かつ
自律分散

適用烹慧㌔
(データ従) (音声従) 高速

回 線 交 換 パケット交換

バックエンド

+AN

∑ネット

ワーク

●H-8644

ループネッ
トワーク

●H-7485C

光DFW

㌍才トADL

フロント

エンド

LAN

幹線

LAN

支線

LAN

注:略語説明 ADL(AutonomousDe00[tralizedLoopNetwork),DFW(DataFreeWay)

図2 日立製作所の主要光LAN バックエンドLAN,幹線LAN,支

線+ANに分けて,主要光LANの位置づけを示す｡

報の通信ニーズを満たすため開発した光ループネットワーク

である4)｡既存の端末を容易に接続できるようにするため,デ

ータ端末用の標準インタフェースであるⅤ.24,Ⅹ.20,Ⅹ.21は

もとより,PBXの交換機能を利用して電話機,FAX(ファク

シミリ)などの接続も可能な外部インタフェースを用意してい

る(図3)｡

ループ上を流れている毎秒30.72Mビットのディジタルデー

タを,64kbpsの多数のチャネルに分割して多重使用すること

ホストコンピュータ

岳邑i遡
光ファイバ

幹線:∑ネットワーク

音声,データ,静止画情報

30.72Mbps

国ワーク
パーソナル

ステーション コンピュータ

ミニコンピュータ

i些
虚

ファクシミリ

国
パーソナル

コンピュータ

慮 齢
r恥1■一

癖

ぬ志ぬ志㌔

リンク装置

図3 ∑ネットワークの構成 時分割多重方式により,各種コンピュータ,ファクシミリ,パーソナルコンピュータ,電話機などを接続すること

ができる｡リンク装置の写真を並置して示す｡
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によって,速度9.6kbpsの回線に換算して,1,000回線以上を

∑ネットワークに収容することができる｡この回線を,従来の

構内回線の代替手段として用いることによって,既存の端末

を含め各種の端末をエンドツーエンドのプロトコルを変更

することなく接続できる(表=｡多数の構内回線を光ループ

ネットワークに収容できるので,配線の集約に優れた効果を

発揮する｡

∑ネットワークは,幹線としての高信板性を実現するため,

光ファイバ伝送路の二重化はもとより,ネットワーク全体の

制御をつかさどるマスタリンク装置のバックアップやリンク

装置内の基本部の二重化を可能にしている｡リンク装置は,

すべて均一の構造にし,3種類の専用LSIを開発してコンパク

トに構成している8)(図4)｡

サービス機能を向上するため,遠隔のリンク装置からシス

テムの制御を行うリモートコンソール機能,パーソナルコン

ピュータなど固定接続形のⅤ.24インタフェースだけの端末で

も,新開発のインタフェース変換器(ダイヤリングセット)に

よりホストコンピュータを切り替えて使うことができるよう

にする回線交換機能などを用意している｡

表l∑ネットワークの仕様 幹線として必要になる多様な通信機

能,通信インタフェースを備えるとともに,豊富なRAS支援機能により

高信頼な運転を可能にする｡

項番 項 目 仕 様

l リ ンク装置台数 最大64台/ループ

2 端 末 接 続 台 数 最大32端末/リンク装置

3 リンク装置間距離 最大2km(短波),3.5km(長波)

4 ル
ー プ 総 延 長 最大80km

5 ループ伝送速度 30.72Mbps

6 多 重 化 方 式 時分割多重(125/上Sフレーム周期)

7 光ファイバケーブル
2心

50叩/125仰Gl形石英ファイバ

8 通 信 機 能
･1:1固定接続(∨.24,×.20,X.2り

･1:Nマルチドロップ(∨.24)

･N:N回線交換(×.20,X.2l,電話)

9 端末インタフェース

･∨.24対端末/コンピュータ

･∨.24対モデム

･×.20

･X.2l

･電話機インタフェース(PBX経由)
(全二重,国際標準に準拠)

･高速ディジタル回線インタフェース

IO R A S 機 能

･二重化ループによるループバック,バイ
パス,ループ交替

･制御部二重化オプション

･バックアップマスタ機構あり

･集中保守運用管理機能

･遠隔電源制御機能

･ヘルスチェック,自己診断,回線折返L

テスト機能

ll 設備条件

電 源 AClOOV±10V,50/60Hz ±1Hz

動作温度
5～40℃

5～35℃(マスタリンク装置)

湿 度 35～85%

注:略語説明 RAS(Reliability,Availability,Serviceability)

10

｢‾

l

1

1

1

1

30.72Mbps

CPU

0/E E/0

通 信 制 御

転 送 制 御

光ファイバ

‾‾‾1

∑バス

端末
インタフェース

共通回路

個別回路

l

+__

端末

インタフェース

共通回路

個別回路

____+

端末 端末

注:略語説明など

0/E(光一電気変換),E/0(電気一光変換),CP](中央処理装置)

*は,LSl化した部分を示す｡

図4 ∑ネットワーク用リンク装置の構成 リンク装置は,3種類

のCMOS(Complementary Meta10×ide Semiconductor)マスタスライスLS【

の開発により,モジュラでコンパクトに構成されている｡

∑ネットワークをベースとしてRAS(Reliability,Avaiト

ability,SeⅣiceability)機能を強化し,製鉄所などの過酷な製

造現場にも適用できるようにしたLANも開発した9)｡

3.2 H-8644ループネットワーク

データ端末の普及に伴うデータ通信の多様化,高速化など,

データ処理の高度化に対応するため開発したのが統合光ルー

プ伝送システム｢H-8644ループネットワーク+である｡

H-8644は,光ファイバを用いた32Mbpsの多機能パケット交

換形ループであり,計算機やデータ端末から発生するバース

ト的なデータ転送ニーズに最適化している｡特に,ホストコ

ンピュータとループとの接続は,H-8644の持つⅩ.25インタフ

ェースの利点を生かし,端末台数に依存せずに最大1Mbpsの

高速回線により論理多重して行えるので,配線集約化の効果

が大きい(図5)｡

通信形態としては,パケット交換による任意端末間の通信,

計算機チャネル間直接通信による高速通信,及び従来形端末

の通信路共用を可能にするため端末からの情報を連続的にパ

ケット化し転送する透過通信を用意し,多様な通信ニーズに

こたえられるようにしている｡

光ファイバを用いた伝送路は,現用と予備の二つのループ

で構成し,光送受信器,電源などの二重化と切替えによって,
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通信制御処理装置の1回線に端末側の几回線が集約される｡
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(b)多重CTCA機能による集約と分岐による集約

LSN(LoopServiceNode)

FSN(Field Service Node)

PT(Packet Termi〔aり

CTCA(Chan〔eltoChannelAdapter)

図5 ｢卜8644ループネットワークによる回線集約機能 多数の端

末を,少ない実回線でホストコンピュータに接続することができる

幹線としての高信頼性を実現している(表2)｡

3.3 光DFW

鉄鋼,化学,電力分野などのプロセス制御システムでは,

古くからDFWが実用化され配線の集約に効果を発揮してき

た｡1970年代後半からは,プロセス制御システムの高度化,

大形化に伴い計算機を分散設置した分散プロセス制御が主流

となり,高速の光DFWがそのリンケージ手段として用いられ

るようになった｡
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表2 H-8644ループネットワークの仕様 パケット交換網のイン

タフェースとLて広く使われている×.25インタフェースを具備するとと

もに,幹線として必要な各種RAS機能を持っている｡

項 目 仕 様 備 考

L S N 台 数 1台/ループ 必す(須)

F SN接続台数 最大:64台/ループ

ル ー プ総延 長 最大:100km

ノ ー ド 間 距 離 最大:2km

通 信 対 ∩:∩

通 信 速 度 32Mbps

光ファイバケーブル 2心 損失3dB/km

送信権付与方式 トークン方式

送達確認方 式 LA(ループアンサ)方式

R A S 機 能

ハードエラーチェック

回路,再送機能,

ログアウト,トレース,

バイパス,ループ交替,

ループバック,ヘルス

チェック,自己診断

ほか

パリティ,ECC,CRC

はか

FSN～機器間インタ

X.25(パケット交換)

HDLCX.28/×.29

ベーシック(無手順,
FSN～機器間

回線速度:最大1Mbps

CTCA相当
フェース HSC)

HITACMシリーズ

標準I/0インタフェース

設備

条件

電 源
AClOOV±10%,

50/60Hz

動作温度,湿度 5～35℃,35～85%

注:略語説明 HDJC(HighLevelDataL‥1kContro卜)

既に昭和54年には,世界に先駆けて,H-7485C光DFWを開

発し,分散70ロセス制御システムで実用化した3)｡その後も高

速化,高信頼化の努力を続け,プロトコル実行ソフトウェア

のオーバヘッドを低減する専用フロントエンドプロセッサ

(DWP:DataWayProcessor)の開発,ループニ重化技術の

開発を進めてきた2)｡次のステップとして,今回32Mbpsトラ

ンクネットワークを開発し,実用化した(詳細は,本特集の別

論文で述べる)｡

巴 支線+AN

支線LANには,その役割から次の要求事項がある｡

(1)各種機器を低コストかつフレキシブルに接続できる(情報

コンセントの実現)｡

(2)OA,FA,LAなど各応用分野ごとに,性能,価格,信頼

性などが最適化されている｡

(3)接続される機器とのインタフェースが標準化されている｡

(4)サービスエリアは比較的狭くてよい(フロア内など)｡

以下では,支線LANのうち,光ファイバ通信が応用されてい

る二つのLAN(〃∑ネットワークとADL)について述べる｡

4.1〟∑ネIソトワーク

FA用LANに求められる低コスト,高信頼,リアルタイムな

11
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NCP ∠こ7
[二]

HIDK)V90/50システム全体の保守･運用機能

[コ
⊂::::コn

RS-232C

HIDIC

V90/05

//一一1///

〃∑Netwo｢k ニ前

〟ST

〃NCP

/
コンベヤ

酵

制御盤

無人搬送車

囁芽

[二]

〃∑Network

′

′

′

H旧IC V90/05

〃NCP

NC(数値制御)機器

廓
ロボット

殉
自動倉庫

顧蓼
注:略語説明NCP(HIDICV90/50用LAN通信制御プロセッサ)･州CP(=●D■CV90/05用+AN通信制御プロセッサ),〃ST(独立箱形+AN通信制御装置)

図6 〃∑ネットワークの構成 =■D■Cシリーズは･NCP/七NCPによって高速データ伝送可能な接続ができる｡ロボットなどは,〟STによりはん
(汎)用インタフェースで接続する｡

情報転送ニーズを満たすため,光DFWで蓄積した豊富なネッ

トワーク技術を駆使して開発したのが〃∑ネットワークである6)

(図6)｡

〟∑ネットワークは,1Mbpsのループ形LANであり,リア

ルタイム環境に適したトークンパッシングをアクセス法に採

用するとともに,高信頼化を図るために伝送路の光ファイバ

化と二重化とを可能にしている(表3)｡

表3/J∑ネットワークの仕様 FA向けに,リアルタイム性に優れ

たトークンパッシングを採用Lた光/ペア線によるループネットワークで

ある｡

項番 項 目 仕 様

1 シ ス テ ム 規模 最大32ステーション/ループ

2 伝 送 速 度 1Mビット/s

3 伝 送 路 光ファイバ又はペア線

4 ステーション間距離
最大1km(光ファイバ)

最大100m(ペア線)

5 通 信 方 式 パケット交換

6 伝 送 形 態 N:M転送

7 伝 送 符 号 マンチェスタ符号

8 ア ク セ ス 方 式 トークンパッシング

9 デ ー タ 長 最大512バイト(可変)

10 シ ス テ ム RAS

川伝送誤り制御

(2)ループパック

(3)トレース

12

制御用計算機(HIDIC V90シリーズ)とのインタフェースに

は,低コスト化を図るため専用の通信プロセッサを新しく開

発した(図7)｡

通信プロセッサは,1ボードで構成し,16ビットマイクロ

70ロセッサによって,レイヤ4までの通信プロトコルを高速

に実行し,FAで必要となる高速応答,高スループットを実現

している｡光タップは,伝送路と通信プロセッサを接続する

(図8)｡既存の端末やパーソナルコンピュータの接続には,

図7/∠∑ネットワーク用〃NCP 16ピットマイクロプロセッサを中

心に,コンパクトに実装している｡
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標準データ端末インタフェース(RS-232C)を持った箱形の

LANコントローラ(〟ST)を用意している｡

〟∑ネットワークは,上位のネットワークソフトウェアであ

る〟DPCS(DistributedProcessControISystem)によるシス

テム化支援機能ともあいまって,FAシステムを中心に広く突

刺こ供されており,現在300システムに近い出荷実績を持つ｡

4.2 ADL

自律分散概念に基づき高信頼化したのが1MbpsのADLで

ある7)｡ADLは,鉄道,FA,鉄鋼などでのノンストップ運転,

段階的なシステム構築,オンライン保守などの要求を満たす

ため開発した分散制御のループネットワークである｡

ADLの中心は,NCP(NetworkControIProcessor)と呼ぶ

ネットワークコントローラで,1対のNCPが光ファイバによ

って結ばれ,二重のループを構成している(図9)｡NCPは,
専用に開発した二つの1,600ゲートCMOS(Complementary

MetalOxideSemiconductor)チップにより,光伝送モジュー

ルを含めて1ボードでコンパクトに実現している(図tO)｡

ADLは,地下鉄や私鉄の制御システムをはじめとした交通

の分野で多くの実用例がある｡

8 今後の展望と課題

(1)伝送速度の向上

光伝送技術の進歩は著しく,ポイント ツーポイントでは,

1Gbpsを上回る速度が現実のものとなってきている｡この技

術はやがて,LANの分野にもたらされ,バックエンドLAN,

幹線LANの伝送速度を400Mbps～1Gbpsへ向上させるもの

と考えられる｡

(2)接続性の向上

電力系統や電話網の歴史に比べてはるかに歴史が浅く,し

かも端末インタフェースが多様なLANでは,端末とLANとの

接続,幹線LANと支線LANとの接続,広域ネットワークを介

したLAN相互の高速接続などが急務となっている｡

(3)標準化

IEEE802でLANの標準化が行われている｡しかし,これま

2 1 4 b 6 7 ヒ 9;

図8/J∑ネットワーク用光タップ 光ファイバ,シールド付きペ

ア線のいずれかを利用できる｡この図は光モジュールを実装した光タッ

プである｡

ループ

伝送路

/=′
一
1
-
1

PCN

UC

バイパス

伝送路
､モモ＼

-･､､､

/
NCP

NCP

＼

＼

ニノ

＼

＼
＼

＼

＼

＼＼自律分散

一一ノJサブシステム

ループ伝送路

注二略語説明 NCP(NetworkControIProcessor)

C〕(ComputerU川t)

図9 AD+のシステム構成 均一なハードウェア,ソフトウェアに

ょって実現したNCPを二重ループ橋成にした自律分散構造としている｡

｢l ブ'二も… ㌔

硝ぎ着･l-
図10 ADL用NCP 光モジュール,lチップマイクロコンピュータ,

l′600ゲート専用CMOSJS卜及びメモリをコンパクトに実装Lている｡
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ズ 衝 課 題 目標とするシステム形態

広域化

l光伝送技術 高速･広域光ネットワーク
(数十キロメートル～数百キロメートル)

(MAN)

高速化
(数百メガbps-数ギガbps)

1
ハイブリッド交換

l
高速幹線LAN

LANの階層化

支線LANの充実

配 線 集 約 lワイヤリング技術
l(コネクタなども含む)

接続性の向上
l 1プロトコルの高速変換l

真の情報コンセント

インタフェースの標準化

高 信 頼 化 ネットワーク運用管理

高速接続 】 上位プロトコルも含めた 高性能･高信頼な
スループットの向上 分散システム

注:略語説明 MAN(MetropolitanAreaNetwork)

図Il光+ANの展望 電話網や電力網に比べて歴史の浅いLANは,今後網とLての接矧生,信頼性を向上し,真の情報

コンセント実現に向けて多くの課題を克服Lていく必要がある｡

でのところ電気ケーブルを用いたものが中心で,光LANの標

準化はまだ実現していない｡今後,我が国からの提案も含め

た積極的な対応が待たれるところである｡

(4)光ファイバ通信の適用拡大

光ファイバの工事性は,以前に比べて改善されてきてはい

るが,まだ従来の電気ケーブルに比べて分岐がとりにくいな

どの欠点を持っている｡このため,現在までのところ幹線を

中心に導入が進んでいる｡将来は,光部品の改良,工事方法

の改良などによって支線LANにも適用が拡大されて〈るもの

と考えられる｡

このほかにも,図‖に示す課題を克服していく必要がある｡

日立製作所では,これまでに培ってきた計算機と通信の技術

を基に,より使い勝手の良いLANの提供を目指して課題の解

決に取り組んでいる｡

b 結 言

発展著しい光ファイバ通信技術の応用システムとして,光

LANについて述べた｡LANは,バックエンドLAN,幹線

LAN,支線LANの三つの形態で発展しつつあり,どの形態で

も光ファイバ通信の応用が進んでいる｡

今後光LANは,ますます高速化,高信頼化されるとともに,

真の情報コンセント実現に向けて使い勝手の改良が進み,イ

14

ンテリジュントビルやOA,LA,FAを統合したCIM(Computer

IntegratedManufacturing)の通信基盤として,PBXとともに

重要な役割を担っていくものと考えられる｡
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